
新 旧 対 照 表 

変 更 後 の 字 名 変 更 前 の 字 名 全部・一部の別 

鹿又字熊野前
くまのまえ

 鹿又字秋葉前
あきはまえ

 一 部 

鹿又字久保
く ぼ

 一 部 

鹿又字穴
あな

口前
ぐちまえ

 鹿又字佳景
か け い

 一 部 

鹿又字西黄金
にしこがね

 一 部 

鹿又字佳景
か け い

 鹿又字穴口前
あなぐちまえ

 一 部 

鹿又字西黄金
にしこがね

 一 部 

鹿又字西黄金
にしこがね

 鹿又字穴口前
あなぐちまえ

 一 部 

鹿又字黄金
こ が ね

 一 部 

鹿又字久保
く ぼ

 鹿又字秋葉前
あきはまえ

 一 部 

鹿又字梅木
うめのき

内田
う ち だ

 一 部 

鹿又字新栄
しんえい

 鹿又字久保
く ぼ

 一 部 

鹿又字梅木
うめのき

内田
う ち だ

 一 部 

鹿又字黄金
こ が ね

 鹿又字東黄金
ひがしこがね

 一 部 

鹿又字豊田
と よ た

 鹿又字佳景
か け い

 一 部 

鹿又字青木前
あおきまえ

 鹿又字豊田
と よ た

 一 部 

鹿又字向江
む か え

 一 部 

鹿又字向江
む か え

 鹿又字豊田
と よ た

 一 部 

鹿又字扇
おうぎ

平
ひら

 一 部 

鹿又字東黄金
ひがしこがね

 鹿又字板橋
いたばし

 一 部 

鹿又字締切
しめきり

 鹿又字梅木
うめのき

内田
う ち だ

 一 部 



変 更 後 の 字 名 変 更 前 の 字 名 全部・一部の別 

鹿又字板橋
いたばし

 鹿又字受取
うけとり

 一 部 

鹿又字扇
おうぎ

平
ひら

 鹿又字青木前
あおきまえ

 一 部 

鹿又字向江
む か え

 一 部 

須江字山森
やまもり

 一 部 

鹿又字新切留
しんきりどめ

 一 部 

鹿又字新切留
しんきりどめ

 須江字山森
やまもり

 一 部 

須江字梶田
か じ た

 一 部 

鹿又字受取
うけとり

 鹿又字高砂
たかさご

 一 部 

鹿又字志
し

戸
ど

 一 部 

鹿又字志
し

戸
ど

 鹿又字高砂
たかさご

 一 部 

鹿又字志賀
し が

 一 部 

鹿又字高砂
たかさご

 鹿又字志賀
し が

 一 部 

鹿又字大口
おおぐち

 須江字梶田
か じ た

 一 部 

鹿又字新切留
しんきりどめ

 一 部 

鹿又字谷
や

地中
ち な か

裏
うら

 鹿又字観音
かんのん

裏
うら

 一 部 

鹿又字南待
みなみまち

井
い

 一 部 

鹿又字観音
かんのん

裏
うら

 鹿又字中道
なかみち

 一 部 

鹿又字御蔵田
お く ら た

 一 部 

鹿又字中道
なかみち

 須江字正太郎
しょうたろう

 一 部 

須江字茄子川前
な す が わ ま え

 一 部 

鹿又字御蔵田
お く ら た

 一 部 



変 更 後 の 字 名 変 更 前 の 字 名 全部・一部の別 

鹿又字御蔵田
お く ら た

 須江字茄子
な す

川前
がわまえ

 一 部 

鹿又字中道
なかみち

 一 部 

鹿又字観音裏
かんのんうら

 一 部 

鹿又字下
しも

谷地
や ち

裏
うら

 鹿又字御蔵田
お く ら た

 一 部 

鹿又字下
しも

谷地
や ち

 鹿又字下
しも

谷地前
や ち ま え

 一 部 

鹿又字谷
や

地中前
ちなかまえ

 一 部 

鹿又字谷
や

地中前
ちなかまえ

 鹿又字下
しも

谷地
や ち

 一 部 

鹿又字嘉右衛門
か え も ん

 一 部 

鹿又字嘉右衛門
か え も ん

 鹿又字谷地中前
や ち な か ま え

 一 部 

鹿又字蓬莱
ほうらい

 鹿又字道的前
どうてきまえ

 一 部 

鹿又字道的前
どうてきまえ

 鹿又字蓬莱
ほうらい

 一 部 

鹿又字学校前
がっこうまえ

 鹿又字横前
よこまえ

 一 部 

須江字午蒡土手
ご ぼ う ど て

 鹿又字青木前
あおきまえ

 一 部 

須江字山森
やまもり

 一 部 

 


